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研究成果の概要（和文）： 
 本研究は、西洋の哲学が理性主義的な人間観を基調としているのに対して、日本では伝統的
に人間を感情的存在として捉えていることを鑑み、日本人の情念の理解について、仏教や儒教・
神道・文芸作品等の思想潮流の全体に渡って総合的に考察しようと試みたものである。その際、
『源氏物語』を一つの焦点とすることで、体系的連関のある研究にまとめることに心掛けてい
る。本研究の最も主要な成果は、学術雑誌『季刊日本思想史』第 80 号に 6 本の論文として掲
載される。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 Reason has been considered as the principal nature of human beings in Western 
philosophy. In Japanese thoughts, however, humankind is regarded as the more 
emotional being. This study researched on human passions in Japanese thoughts, 
especially centering on “Genjimonogatari”. Six articles will be published on 
“kikan-nihonshisoshi vol.80” as the main result of research. 
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2010年度 700,000 210,000 910,000 
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総 計 3,000,000 900,000 3,900,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学、哲学・倫理学 
キーワード：日本倫理学、思想史、日本倫理思想史、情念、源氏物語、恋、和辻哲郎 
 
１．研究開始当初の背景 
 西洋においては、古来、人間を理性的存在
者と捉える人間観が形成されていたが、日本
においては、むしろ人間を感情的な存在とし
て捉える人間観の認められることが、従来指
摘されていた。例えば、本課題の関わる研究
分野において言えば、日本倫理思想史研究の
第一人者であった相良亨は、日本人が伝統的

に「心情の温かさや純粋性」を重んじてきた
が、それゆえにこそ母子心中のような命を損
なう行為も生じていると問題提起している
（相良亨『誠実と日本人』ぺりかん社）。研
究代表者の木村は、そうした問題意識を継承
しつつ、日本の伝統的倫理観を踏まえた倫理
学を構築するため、日本人の「情念」に関す
る研究を積み重ねて来た。 
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本研究は、木村と、木村の研究活動に呼応
した他の若手研究者たちとが共同して、日本
倫理思想史における「情念」の総合的な検討
を試みるものである。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、日本倫理思想史における「情念」

を、神話・物語、仏教、儒教、国学、近代思
想等、さまざまな角度から総合的に捉え返し、
情念の把握の歴史的変遷およびその現代的
意義について考察することを目的とする。そ
の際、『源氏物語』を一つの機軸に据え、上
記の各領域における『源氏物語』論ないし『源
氏物語』との影響関係を研究対象として取り
上げることで、各領域の研究を並列するにと
どまらず、有機的な連関をもった研究となる
ことを目指している。 
 
 

３．研究の方法 
日本倫理思想史における「情念」を総合的

に捉え返すことを目指した本研究において
は、日本の文芸、仏教、儒教、国学、近代思
想等々の各領域に関する専門的な知見が必
要とされる。そのため、本研究では、教義の
専門領域を異にしつつ、基本的な問題関心を
共有した日本倫理思想史の若手研究者が、共
同して研究を遂行するという方法を採って
いる。これは、各領域に細分化しがちな日本
思想を統一的に研究する上で、有効な方法で
あると考えられる。また、そのように多くの
思想潮流にまたがらざるを得ない日本思想
研究の方法論についても、従来の研究を総括
しつつ、考察を試みるものである。 
 
 

４．研究成果 
 「5.主な発表論文等」の欄に記したように、
論文 20 件、学会発表 4 件、図書 3 件という
充実した成果を挙げることができた。 
なかでも研究全体を総括する成果として、

学術雑誌『季刊日本思想史』（ぺりかん社）
の第 80号に「『源氏物語』の思想史」特集号
が組まれ、研究代表者木村の他、連携研究者
の藤村・吉田、および研究協力者の栗原・木
澤・板東による論文が掲載されることになっ
ている（2012年夏刊行予定）。既に論文は提
出され入稿中であり、既刊の同誌第 79 号に
右の執筆者名も含めて、次号予告が掲載済み
である。各論文は、『万葉集』から中古の日
記文学・近松戯曲の心中物に至る文芸作品、
仏教や神道・国学等の思想潮流、また日本美
術史など、様々な思想領域との関連から『源
氏物語』の思想を捉え返すものであり、本研
究の目的を十分に果たすものとなっている。
また日本思想史研究として権威ある同誌に

おいても、これまでに『源氏物語』の特集号
はなく、その点から言っても、新たな知見を
切り拓く試みとして意義深い研究成果と見
ることができる。 
 また、研究代表者木村による日本倫理思想
史研究の方法論に関わる研究成果として、岩
波文庫から刊行された和辻哲郎の『日本倫理
思想史』（全四分冊）に詳細な註を施し、同
書の成立の次第および和辻における日本倫
理思想史研究と倫理学体系との連関につい
て論じた「解説」を著した。 
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